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ま ち の 風 景

折渡地蔵尊で例大祭
　緑濃い木々と静寂に響くせみの声に囲まれて、

静かにたたずむ折渡のお地蔵さま。７月24日の例

大祭とその前日の宵宮には、市内外からたくさん

の参拝客が訪れ、その穏やかな微笑みの前で静か

に手を合わせました。

　ふもとから峠に至る道の両側には、アジサイが

色とりどりに咲き誇っています。アジサイを道し

るべにして、会いに行ってみませんか？峠のお地

蔵さまへ――　　　　　　　　　　（大内地域で）

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

表
紙
の
紹
介

   

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
は
、
人
々
が
集
い
、 

憩
う
港
に
し
よ
う
と
い
う
事
業
。
本
荘
マ
リ 

ー
ナ
に
隣
接
す
る
本
荘
港
の
護
岸
防
波
堤
を 

活
用
し
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊
」
が
誕
生 

し
ま
し
た
。 

　
制
作
実
行
委
員
会
（
代
表
・
由
利
本
荘
マ 

リ
ン
協
会
小
林
会
長
）
の
呼
び
か
け
に
応
え 

て
、
市
内
の
学
校
や
県
立
大
学
の
皆
さ
ん
が 

の
び
の
び
と
筆
を
走
ら
せ
、
各
校
の
特
色
や 

地
域
性
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
り
、
美
術
性
を 

重
視
し
た
り
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ 

描
写
の
壁
画
が
並
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち 

の
豊
か
な
表
現
力
が
加
わ
り
、
港
の
魅
力
が 

輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。 

防
波
堤
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に 

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊
」 

（
関
連
記
事
　
〜
　
　
。
表
紙
の
紹
介
は
　
　
） 
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秋田河川国道事務所�

・第１会場　西目パーキングエリア　
　（集合場所／西目総合支所）��
・第２会場　本荘インターチェンジ　
　（集合場所／市役所）�
・集合時間　両会場とも午前９時�
・スタート　各コースとも午前９時　分�
　ウオーキング距離は片道およそ２㌔�
・参加資格　年齢制限なし。ただし、�
　小学生以下は保護者同伴のこと。�
・参加料　　無料�
・その他　　飲み物は各自でご準備く
　ださい。現地には駐車場がありませ
　ので、集合場所から会場（スタート地
　点）までは、シャトルバスでの移動と
　なります。コース内では事故防止の
　ため、係員の指示に従ってください。�
※詳細については『広報ゆりほんじょう』
　8月15日号をご覧ください。�

３�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７� ２�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ８� １�

　いよいよ９月１７日（月）に開通する日本海沿岸東
北自動車道「岩城ＩＣ～本荘ＩＣ～（仮称）仁賀保
ＩＣ」。『無料で利用できる自動車専用道路』と
しての開通を記念し、この区間で９月２日（日）に
「ウオーキング大会」を開催します。�
　初秋の風景を眺めたり、開通後は歩けない高速
道路の上でかけっこしたり、この機会に、身近な
高速道路で心に残る思い出づくりをしてみません
か。皆さんのご参加をお待ちしています。�

大会概要・コース�

問い合わせ先�

国土交通省東北地方整備局�

市役所　企画調整課　124－6226

工務第二課　1018－864－2287�
調査第二課　1018－864－2289

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道�

日
時� 月　　 日　�9時30分～12時30分　�日�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

市
民
憲
章
草
案
に�

　
由
利
本
荘
市
民
憲
章  

草
案�

�

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る
恵�

み
を
受
け
、
高
原
に
さ
わ
や
か
な
風
そ
よ
ぎ
、�

田
園
う
る
お
す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、
自
然�

豊
か
な
ま
ち
で
す
。�

　
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い
て�

き
た
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
産
業
を
育
て�

活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を
持
っ
て
未�

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め�

ま
す
。�

��

一
、
豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て
、
生
命
力
に�

　
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に
つ
と
め
ま
す
。�

�

二
、
思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い
、�

　
温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。�

�

三
、
す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え
、
健
康
で
笑
顔�

　
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を
き
ず
き
ま
す
。�

�

四
、
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
心
を
世
界
に
開
い
て
、�

　
文
化
の
香
り
高
い
風
土
を
そ
だ
て
ま
す
。�

�

五
、
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
励
み
、�

　
希
望
に
満
ち
た
明
日
へ
向
か
っ
て
す
す
み
ま
す
。�

　
本
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
か
ら
三
年

目
を
迎
え
、
各
種
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
い
よ
い

よ
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
様
の
希
望
や
願
い
を
込

め
な
が
ら
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
共
通
の
指
標
と
な
る
由
利
本
荘
市

民
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
憲
章
策
定
委
員
会
（
加
賀
亮

三
委
員
長
、
委
員
二
十
三
人
）
を
設
置
し
文
案
の

検
討
・
作
成
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
草
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。�

　
昨
年
制
定
し
た
「
市
歌
」
「
市
の
花
・�

木
・
鳥
」
に
続
き
、
広
く
皆
さ
ん
の
声
を�

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
最
終
案
を
決
定
し
た�

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
草
案
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
感�

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

�

　
募
集
期
間
　
　
８
月
１
日（
水
）〜
　
日�

　
　
　
　
　
　
　
（
金
）�

　
提
出
方
法
　
　
官
製
ハ
ガ
キ
、
封
書
、�

　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は�

　
　
　
　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル�

　
制
定
時
期
　
　
今
年
　
月
（
予
定
）�

�

　
　
　
・
提
出
い
た
だ
い
た
も
の
は
返
却
し
ま
せ
ん
。�

�

　
　
　
・
個
人
情
報
は
適
切
に
保
護
管
理
し
、
他
の�

　
　
　
　
目
的
に
は
一
切
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。 �

�
�

１７�

１０�

〒015－8501　由利本荘市尾崎17番地�
　　市企画調整部  企画調整課�
　　1２４－６２２６　FAX ２３－１３２２�
　　電子メール　 kikaku@city.yurihonjo.akita.jp

提出・お問い合わせ先�

「
岩
城
Ｉ
Ｃ
〜
仁
賀
保
Ｉ
Ｃ
」�

（
仮
称
）�

”無
料
無
料
“
で
利
用
で
き
る

で
利
用
で
き
る�

　
　
　
　
　
自
動
車
専
用
道
路

　
　
　
　
　
自
動
車
専
用
道
路�

”無
料
“
で
利
用
で
き
る�

　
　
　
　
　
自
動
車
専
用
道
路�

【本文】　「私たち由利本荘市民は」が本文に共通する主語です。�
　一、　自然環境の「保護」と「育成」さらには「自然との共生」をめざします。�
　二、　相手の立場や気持ちを理解し、感謝の気持ちで支え合い、温かな家庭を�
　　　つくることによって地域全体の平和をめざします。�
　三、　趣味やスポーツなどの交流により、進んで心身の健康増進に努め、健や�
　　　かで笑顔あふれる、明るい社会をめざします。�
　四、　ふるさとの自然・歴史・文化に学ぶとともに、世界に羽ばたく大きな視�
　　　野を持って教養を高め、文化の醸成につとめます。�
　五、　生きがいと誇りを持って働くことで社会に貢献し、明日への希望を生み�
　　　出します。�

【前文】　前段で、由利本荘市の恵まれた自然を示しました。�

　　　　　後段で、歴史・文化等の未来への発展的継承を示しました。�
解説�

注：本文番号（一～五）は、解説のために付けたものです。成案はすべて一になります。�

わたくし�

あ　す�

３０�

（
草
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
）�



　
現
在
、
市
役
所
で
は
省
エ
ネ
に
努
め
る

た
め
、ク
ー
ル
ビ
ズ
を
励
行
し
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
に
加
え
、
間
近
に
迫
っ
た
国
体
の

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
、
由
利
本
荘
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
ス
ギ
ッ
チ
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
）
を
職
員
が
毎
週
水
曜
日
に
一
斉
着

用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
盛

り
上
が
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

�������������

※
ご
希
望
の
方
へ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
一
枚
二
千
円
で
販
売（
受
注
生
産
）し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
国
体
事
務
局
（�

　
―
４
５
５
５
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
振

興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

５�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７� ４�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ８� １�

国
体
開
催
ま
で

国
体
開
催
ま
で 

あ
と
２
カ
月

あ
と
２
カ
月�
国
体
開
催
ま
で 

あ
と
２
カ
月�

地
域
ぐ
る
み
で

地
域
ぐ
る
み
で  

進
む
準
備

進
む
準
備�
地
域
ぐ
る
み
で  

進
む
準
備�

一
体
一
体
に
真
心
を
込
め
て�
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　国体の盛り上げに一役買おうと、矢島地域の
天寿酒造（株）がサッカーボール型ボトルの純
米酒を発売。仕込み水に鳥海山の伏流水、原料
に地元農家が作った美山錦を使用し精米歩合
　�、７２０��入りで、５００本の限定発売です。
既存商品のラベルをスギッチラベルに替えた３
種類（あきたこまち、鳥海山、純米吟醸）の商
品も販売しています。��

◆お問い合わせは、天寿酒造 1（1５５－３１６５、
　ホームページ http：//www.tenju.co.jp）まで�

６５�

国体版�

２４�
毎
週
水
曜
日
は�

ス
ギ
ッ
チ
ポ
ロ
で
ク
ー
ル
ビ
ズ�

毎
週
水
曜
日
は�

ス
ギ
ッ
チ
ポ
ロ
で
ク
ー
ル
ビ
ズ�

「押し花の栞」（押花すみれ会）�

ボランティアの皆さんによる芝生の張り替え�

副
賞
と
し
て
贈
ら
れ
る
「
ご
て
ん
ま
り
」
と�

阿
部
組
合
長（
左
）と
製
作
し
た
佐
藤
副
組
合
長�

「スギッチの飾り」（矢島有志の会）�

　
本
大
会
ま
で
二
カ
月
を
切
っ
た
秋
田
わ

か
杉
国
体
。
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
や
関

係
者
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
よ
う
と
、
各
地

域
で
「
選
手
た
ち
へ
の
お
も
て
な
し
」
や

「
競
技
会
場
周
辺
の
花
植
え
や
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
な
ど
の
環
境
美
化
」
な
ど
、
準
備

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
銃
剣
道
競
技
の
会
場
と
な
る
大
内
地
域

で
は
、
出
場
し
た
選
手
に
記
念
品
と
し
て

贈
る
「
折
渡
千
体
地
蔵
こ
け
し
」
三
百
四

十
体
が
、
市
商
工
会
女
性
部
大
内
支
部

（
布
施
隆
子
支
部
長
）
の
支
部
員
た
ち
の

手
で
製
作
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
け
し
の
本
体
は
今
回
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
秋
田
杉
が
使
わ
れ
、
質
感
や
香
り

の
良
さ
を
生
か
す
た
め
、
仕
上
げ
に
は
ニ

ス
が
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
素
材
は
市
か
ら
提
供
が
あ
っ
た
も
の
の
、

絵
付
け
か
ら
包
装
ま
で
の
労
力
は
す
べ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
絵
付
け
暦
十
年
と
い
う

支
部
員
た
ち
も
、
杉
と
い
う
素
材
を
扱
う

の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
い
つ
も
と
は
全

く
異
な
る
質
感
に
、
始
め
は
と
ま
ど
い
も

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
週
に
一

度
は
集
ま
り
、
時
に
は
家
に
持
ち
帰
っ
た

り
し
な
が
ら
、
一
体
一
体
真
心
を
込
め
て

製
作
に
励
み
ま
し
た
。�

　
「
引
き
受
け
た
時
は
ち
ゃ
ん
と
で
き
る

か
心
配
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
来
て
く
れ

た
選
手
へ
の
歓
迎
の
思
い
や
、
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
一
心
で
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
国
体
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
光
栄
で
す
」
と
語
る
布

施
支
部
長
。�

　
真
心
を
込
め
て
作
ら
れ
た
こ
け
し
は
、

全
国
の
選
手
た
ち
を
、
穏
や
か
な
微
笑
み

で
見
守
り
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
に
本
市
で
行
わ
れ
る
各
競
技

の
優
勝
都
道
府
県
に
は
副
賞
と
し
て
、
直

径
三
十
三
�
、
円
周
百
　
の
「
ご
て
ん
ま

り
」
が
市
工
芸
組
合
（
阿
部
登
志
子
組
合

長
）
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
市
内
の
全

小
学
校
で
は「
応
援
の
ぼ
り
旗
・
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
が
製
作
さ
れ
ま
す
。�

　
▽
本
荘
地
域
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

弓
道
、
カ
ヌ
ー
の
選
手
た
ち
に
贈
る
「
和

紙
絵
の
栞
」
（
本
紙
五
月
十
五
日
号
二
十

四
　
へ
掲
載
）
や
弓
道
競
技
の
選
手
に
贈

る「
押
し
花
の
栞
」（
押
花
す
み
れ
会
　
斎

藤
祥
子
さ
ん
・
玉
ノ
池
）
を
製
作
。�

�����������

　
▽
矢
島
地
域
で
は
、
フ
ェ
ル
ト
や
紙
で

製
作
し
た
「
ス
ギ
ッ
チ
の
飾
り
」
約
三
百

個
を
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
女
子
の
選
手
へ�

贈
り
ま
す
（
矢
島
有
志
の
会
　
三
浦
祐
子

代
表
・
矢
島
町
木
在
）
。�

�����������

　
▽
大
内
地
域
で
は
、
民
泊
協
力
会
と
大

内
地
域
連
合
婦
人
会
が
調
理
講
習
会
を
開

催
。
調
理
方
法
や
衛
生
面
に
つ
い
て
の
指

導
を
受
け
、
民
泊
で
提
供
す
る
献
立
の
調

理
実
習
と
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

������������

　
▽
東
由
利
地
域
で
は
、
デ
モ
ス
ポ
行
事�

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
が
行
わ
れ
る
八
塩

い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
三
十
三
人
に
よ
る
芝
生
の
張
り
替

え
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。�

������������

　
今
回
紹
介
し
た
活
動
以
外
に
も
、
こ
れ

か
ら
手
が
け
ら
れ
る
も
の
や
、
大
会
期
間

中
に
行
わ
れ
る
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
後
の
広
報
で
随
時
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�

民泊で提供する献立の調理講習会�

ペ
ー�

ジ�

し
お
り�
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第16回国民体育大会記念�
―昭和36年10月開催―�

「みんなの思い出」から�

本荘市連合婦人会会員による公開演技�

市民体育館（卓球会場）�

国道七号を走る�
（松ヶ崎地区）�

体育館へ　南中グラウンドへ�

・本市開催競技一覧�

！�

大　会　種　別� 会場地域� 競　技　名� 種別� 競　技　会　場� 会　期（競技日数）�

国体本大会�

西　目�

本　荘�

本　荘�

矢　島�

由　利�

本　荘�

岩　城�

本　荘�

大　内�

岩　城�

東由利�

由　利�

本　荘�

デモスポ行事�

障害者スポーツ大会�

サッカー�

�

�

�

�

弓　道�

ライフル射撃�

�

銃剣道�

クレー射撃�

パークゴルフ�

インディアカ�

ソフトボール�

女子�

成年男子�

少年男子�

成年女子�

少年女子�

�

�

全種目�

全種目�

全種目�

�

�

知的障害�

フラット ウォーター レーシング�
（FWR）�カヌー�

ＣＰを除く�

近　的�
遠　的�

全種目�

西目カントリーパークサッカー場�

鶴舞球場�

由利本荘市ソフトボール場�

�

�

�

��

�

ぽぽろ健康運動公園総合体育館�

秋田県立総合射撃場�

八塩いこいの森パークゴルフ場�

�

由利本荘市ソフトボール場�

矢島多目的運動広場�
矢島中学校グラウンド�

由利運動公園ソフトボール場�
由利運動公園サッカー場�

本荘弓道場�
特設遠的弓道場�

秋田県立総合射撃場�
岩城総合体育館�

子吉川特設カヌー競技場�
（ボートプラザ アクアパル前）�

B＆G由利海洋センター�
由利中学校体育館�

10/１（月）～10/４（木）�
（4日間）�

10/５（金）～10/８（月）�
（4日間）�

９/30（日）～10/３（水）�
（4日間）�

10/６（土）～10/８（月）�
（3日間）�

９/２（日）�

10/14（日）～10/15（月）�
（2日間）�

ソフトボール�

太
鼓
た
た
い
て
の
応
援
風
景�

女
学
生
も
陣
笠�

　国民体育大会はわが国最大の国民スポーツ
の祭典。都道府県対抗、各都道府県持ち回り
方式で毎年開催され、昭和21（1946）年、京都
を中心とした京阪神地域で第１回大会が開催
されました。�
　本市（旧本荘市）が、卓球（市民体育館）とソ
フトボール（鶴舞球場他）競技の会場となった
第16回大会は昭和36（1961）年「明るい国体」
をスローガンに本県を中心として開催。各会
場では熱戦が繰り広げられ、多くの選手と観
衆でにぎわいました。�
（秋季大会・10月8日から13日に開催）�

第
　
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場�

16

国民体育大会（国体）�国民体育大会（国体）�



　
　
「
遊
ぼ
う
・
ふ
れ
よ
う
・
学
ぼ
う
」
と

由
利
地
域
の
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
で
七
月

二
十
一
日
、「
第
十
四
回
子
吉
川
に
親
し

む
つ
ど
い
」
が
西
滝
沢
子
ど
も
水
辺
協
議

会
（
伊
藤
正
弘
会
長
）
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

つ
ど
い
に
は
小
学
生
を
中
心
に
関
係
者

な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
、
由
利
カ
ヌ
ー

協
会
員
の
指
導
で
実
施
し
た
カ
ヌ
ー
体
験

も
み
る
み
る
上
達
。
魚
の
つ
か
み
捕
り
や

地
元
産
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
夏
休

み
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
体
験
し
て
い

ま
し
た
。

平成19年８月１日号 広報ゆりほんじょう

　

今
年
三
月
三
十
日
に
地
域
団
体
商
標
と

し
て
特
許
庁
に
認
定
さ
れ
た
「
秋
田
由
利

牛
」
の
登
録
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月
十

七
日
、
東
由
利
地
域
の
有
鄰
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
な
ど
の
市
民
や
関
係
者
約
三

百
人
が
参
加
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
関

係
分
野
か
ら
七
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

「
二
千
五
百
頭
の
子
牛
の
出
荷
の
う
ち
八

割
以
上
が
地
域
外
へ
流
出
し
て
他
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
肥
育
さ
れ
て
い
る
」、

「
欲
し
い
時
に
す
ぐ
に
手
に
入
ら
な
い
」

と
い
っ
た
現
状
に
つ
い
て
討
論
。
ま
た
、

今
後
の
要
望
や
展
開
な
ど
に
つ
い
て
は

「
肥
育
農
家
が
求
め
る
子
牛
を
育
て
て
い

き
た
い
」、「
肥
育
の
力
量
が
試
さ
れ
る
の

は
、
牛
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
。

地
域
で
年
間
千
頭
の
出
荷
を
目
指
し
た

い
」、「
一
頭
で
も
多
く
の
子
牛
を
育
て
て

ほ
し
い
。
繁
殖
農
家
の
頑
張
り
に
期
待
」

な
ど
活
発
な
意
見
の
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
十
回
由
利
畜
産
共
進
会
が
七
月
二
十

一
日
、
広
域
由
利
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、

手
塩
に
か
け
た
自
慢
の
牛
な
ど
が
合
わ
せ

て
百
十
七
頭
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　

十
一
部
門
に
分
け
て
行
わ
れ
た
審
査
結

果
の
飼
育
農
家
名
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
部
門
別
団
体
賞
【
肉
用
牛
の
部
】
優
勝

東
由
利　

準
優
勝　

大
内　

第
三
位　

鳥

海
【
乳
用
牛
の
部
】
優
勝　

に
か
ほ　

準

優
勝　

西
目　

第
三
位　

矢
島　

◎
団
体

総
合
成
績　

優
勝　

東
由
利　

準
優
勝　

大
内　

第
三
位　

矢
島　

◎
区
分
別
最
優

秀
賞
【
肉
用
牛
第
２
類
】
佐
藤
正
夫
（
鳥

海
）【
肉
用
牛
第
５
類
】黒
木
久
好（
鳥
海
）

【
肉
用
牛
第
７
類
】
ふ
れ
あ
い
農
場
（
由

利
）【
乳
用
牛
第
９
類
】柴
田
輝
男（
西
目
）

◎
乳
器
特
別
賞
【
乳
用
牛
第
９
類
】
柴
田

輝
男
（
西
目
）
【
乳
用
牛
第
11
類
】
土
田

浩
治
（
仁
賀
保
）　
◎
最
優
秀
群
区
特
別
賞

【
肉
用
牛
第
４
類
】
大
場
惣
七
（
東
由
利
）

大
場
明
（
同
）
菊
地
義
一
（
同
）
高
橋
時

郎
（
同
）

　

親
子
船
上
観
察
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
魚
の

つ
か
み
ど
り
大
会
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で

人
気
の
「
子
吉
川
フ
ェ
ア
」
が
七
月
二
十

一
日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
と
友

水
公
園
で
行
わ
れ
、
十
二
回
目
を
数
え
る

今
回
も
親
子
連
れ
な
ど
で
大
に
ぎ
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
作
品
「
本
荘
の
未
来
を
つ
な
ぐ
子
吉

川
」
を
詠
ん
だ
木
内
岳
大
君
（
北
中
・
一

年
）
た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
水
害
の
歴
史
を
扱
っ
た
パ
ネ

ル
な
ど
も
展
示
。
夏
休
み
自
由
研
究
コ
ー

ナ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
は
「
む
ず
か
し
い

な
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
作
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、
子
吉
川
の

水
質
調
査
を
体
験
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

Yurihonjo city public Relations.  2007

村
上
副
市
長
と
と
も
に

『
パ
ー
ク
ち
ゃ
ん
』
の
背
を

な
で
な
が
ら
喜
ぶ
小
野
さ
ん

　

消
防
団
員
と
し
て
消
防
技
術
を

習
熟
さ
せ
る
と
と
も
に
、
士
気
の

高
揚
を
図
り
消
防
活
動
の
充
実
強

化
を
目
的
と
し
た
、
市
消
防
訓
練

大
会
が
七
月
十
五
日
、
岩
城
地
域

の
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
に
よ
る
強
風
の
中
、

大
会
に
は
約
三
百
人
の
消
防
団
員

が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ

ン
プ
車
操
法
の
二
部
門
で
操
作
の

正
確
性
と
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
ま

し
た
。
各
支
団
の
代
表
の
団
員
は

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
よ
う
と
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

団
員
た
ち
の
迅
速
で
的
確
な
動
作

に
観
衆
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
一

位
に
な
っ
た
鳥
海
支
団
は
九
月
六

日
に
同
会
場
で
行
わ
れ
る
県
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法

一　

位　

鳥
海
支
団
第
三
分
団

二　

位　

矢
島
支
団
第
一
分
団

三　

位　

東
由
利
支
団
第
三
分
団

▽
ポ
ン
プ
車
操
法

一　

位　

鳥
海
支
団
第
一
分
団

二　

位　

由
利
支
団
第
四
分
団

三　

位　

東
由
利
支
団
第
一
分
団

　

八
塩
山
の
ふ
も
と
に
広
が
り
環

境
抜
群
で
人
気
の
八
塩
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
利
用
者
が
五
万
人
を
達

成
し
七
月
九
日
、
節
目
の
入
場
者

に
な
っ
た
小
野
公
子
さ
ん
（
湯
沢

市
・
六
十
六
歳
）
に
村
上
副
市
長

か
ら
『
パ
ー
ク
ち
ゃ
ん
』
と
名
付

け
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
鴨
な
ど
の
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

  

八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、
平

成
十
三
年
八
月
一
日
に
開
業
。
平

成
十
五
年
に
は
三
十
六
ホ
ー
ル
で

の
営
業
と
な
り
、
広
大
な
芝
生
で

起
伏
に
富
ん
だ
特
長
の
あ
る
ホ
ー

ル
は
愛
好
者
の
人
気
を
集
め
て
年

間
一
万
人
以
上
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で

賑
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
運
を
射
止
め
た
小
野
さ
ん
は

蝶
ネ
ク
タ
イ
を
付
け
た
パ
ー
ク

ち
ゃ
ん
の
背
を
な
で
な
が
ら
「
自

然
豊
か
で
空
気
も
美
味
し
く
最
高

の
ゴ
ル
フ
場
で
す
」
と
一
緒
に
来

た
夫
や
友
だ
ち
と
喜
び
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　
「
と
も
に
築
く
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
学
習
を
深
め
よ
う
と

七
月
十
三
日
、
第
三
回
由
利
本
荘

市
婦
人
問
題
研
究
集
会
が
由
利
本

荘
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
畠

山
恵
美
子
会
長
）
の
主
催
で
由
利

地
域
の
善
隣
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
市
内
各
地
域
か
ら
参

加
し
た
約
百
八
十
人
の
会
員
と
来

賓
な
ど
参
加
者
全
員
で
市
歌
を
斉

唱
。
一
体
感
を
盛
り
上
げ
た
あ
と
、

畠
山
会
長
は
「
行
政
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
の
た

め
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で

は
「
と
も
に
生
き
る
〜
ネ
パ
ー
ル
、

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
学
ぶ
も
の
〜
」
と

題
し
、
元
矢
島
町
長
の
佐
藤
清
圓

さ
ん
が
モ
ン
ゴ
ル
や
ネ
パ
ー
ル
で

の
自
ら
の
活
動
や
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
講
演
。
そ
の
国
々
で
女
性

が
活
躍
す
る
姿
に

「
女
性
の
活
力
が
か

か
せ
な
い
時
代
だ
と

常
々
思
う
。
大
い
に

活
躍
し
て
ほ
し
い
。

女
性
の
起
用
が
大

事
」
と
女
性
の
活
躍

が
市
の
発
展
に
も
大

き
く
左
右
す
る
と
、

そ
の
重
要
さ
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
地
域

交
流
会
が
行
わ
れ
、

地
域
ご
と
に
演
芸
な

ど
の
出
し
物
が
披
露

さ
れ
、
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
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　本荘マリーナ、道川、西目の海水浴場で注射 
器などの医療廃棄物が見つかったことから、県 
と市では協議を重ねながら、海開きの前に除去 
作業が完了するよう全力を投入。道川・西目両 
海水浴場で７月１３日、本荘マリーナでは１４日に
立ち入り制限が解除されました。 
　クリーンアップ活動などに対する学校・職場 
・地域ぐるみでのご協力に感謝申し上げます。 
除去作業などにかかる経緯は次のとおりです。 
 
７月５日　本荘マリーナ海水浴場への立ち入り 
を禁止。試掘調査を実施。 
６日　県内海岸全域で巡回調査。道川・西目両 
海水浴場への立ち入りを禁止。 
９日　道川・西目両海水浴場で試掘調査。 
１１日　本荘マリーナ海水浴場で重機６台による 
砂浜表層の除去作業を実施。（深さ３０㌢、面積
１７,２００平方㍍）  
 
 
 
 
 
 
 
 
１２日　道川・西目両海水浴場で除去作業。 
１３日　道川・西目両海水浴場への立ち入り制限 
を解除。本荘マリーナの除去作業完了。西目海 
水浴場でクリーンアップ。 
１４日　本荘マリーナ海水浴場への立ち入り制限 
を解除。 
１９日　道川海水浴場安全祈願祭を行う。 
２０日　西目海水浴場安全祈願祭を行う。 
２１日　本荘マリーナ海水浴場でクリーンアップ 
＝写真＝、海水浴場安全祈願祭を行う。市内全
海水浴場で海開き。 

　
第
十
七
回
「
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
上
祭
」

が
七
月
十
六
日
本
荘
港
埠
頭
で
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が
洋
上
体
験
や
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
席
上
、
国
の
「
み

な
と
の
賑
わ
い
創
出
担
い
手
育
成
支
援
事

業
」
に
本
荘
マ
リ
ー
ナ
一
帯
を
活
用
し
た

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ほ
ん
じ
ょ
う
創
生
事
業
」

が
認
定
さ
れ
た
こ
と
の
証
し
と
し
て
、
国

土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
港
湾
事

務
所
の
小
澤
所
長
か
ら
柳
田
市
長
に
認
定

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
秋
田
海
上
保
安
部
の
協
力
に

よ
り
巡
視
艇
「
す
ぎ
か
ぜ
」
が
初
入
港
。

船
上
見
学
会
や
同
庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
う

み
ま
る
君
」
と
の
記
念
撮
影
な
ど
に
人
気

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
創
生
事
業
で
、
同
港
の
護
岸
防
波
堤
に

誕
生
し
た
の
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊
」。

こ
れ
は
二
百
二
十
㍍
の
防
波
堤
に
縦
一
・

八
㍍
、
横
四
・
八
㍍
の
区
画
を
設
け
、
市

内
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
生
徒
と
県

立
大
学
の
学
生
た
ち
に
思
い
思
い
に
壁
画

を
描
い
て
も
ら
い
、
新
た
な
観
光
名
所
に

し
よ
う
と
い
う
同
事
業
の
目
玉
。
こ
の
日

か
ら
制
作
が
ス
タ
ー
ト
し
、
手
際
よ
く
作

業
を
終
え
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
東
由

利
中
三
年
の
遠
藤
温
美
さ
ん
は
「
黄
桜
と

八
塩
山
を
題
材
に
、
東
由
利
地
域
の
豊
か

な
自
然
を
う
ま
く
表
現
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
い
い
記
念
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。 

　
地
元
企
業
な
ど
の
ご
支
援
も
い
た
だ
き

誕
生
し
た
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊
」。今

月
上
旬
に
は
す
べ
て
の
作
品
が
完
成
し
、

九
月
八
、
九
日
の
「
東
北
日
本
海
み
な
と

オ
ア
シ
ス
巡
り
」（
本
紙
七
月
十
五
日
号
五

ペ
ー
ジ
）に
合
わ
せ
て
、
披
露
式
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ

ひ
間
近
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊

み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊 
本
荘
港
に 

新
名
所 

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
上
祭
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
満
喫 

壁画制作の子どもたちに記念品を贈呈 

巡視艇「すぎかぜ」の船内で説明を受ける児童たち 

認定書を朗読する小澤所長（右） 

制作に参加した児童の代表が 
元気にあいさつ 

巡視艇の前で見事な演奏を 
披露する由利工業高校吹奏楽部 
巡視艇の前で見事な演奏を 
披露する由利工業高校吹奏楽部 

「
受
け
付
け
は
こ
ち
ら
で
す
」 

「
あ
〜
楽
し
か
っ
た
」 

風
を
受
け
て
翻
る
大
漁
旗 

「
行
っ
て
来
ま
〜
す
　
」 

！ 

道川・西目・本荘マリーナ 

市内の海水浴場が 

オープン しました ！ 
市内の海水浴場が 

オープン しました ！ 無事に 

市内の海水浴場が 

オープン しました ！ 
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『
限
度
額
適
用
認
定
証
』や『
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
』
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と

入
院
時
の
医
療
費
や
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。 

　
入
院
す
る
前
に
、
市
役
所
市
民

生
活
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民
課

で
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。 

■
入
院
時
の
医
療
費
の
負
担
は
自
己  

　
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す 

   

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
ま
た

は
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
』
を
医
療
機
関
へ
提

示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
医
療

費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

（
表
①
・
②
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

■
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す 

　
通
常
は
一
食
あ
た
り
二
百
六
十

円
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
』
を
医
療
機
関
へ
提
示
す

る
こ
と
で
、
一
食
あ
た
り
の
支
払

額
が
百
円
〜
二
百
十
円
に
な
り
ま

す
（
表
③
） 

■
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
は 

①
保
険
証 

②
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人
保  

　
健
対
象
者
の
み
） 

③
入
院
時
の
領
収
書
（
申
請
日
の

　
前
一
年
以
内
に
入
院
し
た
こ
と

　
が
あ
る
方
） 
↓
入
院
日
数
が
九

　
十
日
以
上
か
確
認
す
る
た
め
に

　
必
要
で
す
。 

■
認
定
証
の
更
新
は
毎
年
八
月 

　
手
続
き
を
忘
れ
ず
に 

   

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』や『
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
』
の
有
効
期
間
は
、
毎
年
八
月

一
日
か
ら
翌
年
の
七
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。
引
き
続
き
認
定
証
が 

必
要
な
方
は
、
毎
年
八
月
に
更
新

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
認
定
証
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
な

　
か
っ
た
と
き
は 

　
医
療
機
関
に
認
定
証
を
提
示
し

な
か
っ
た
た
め
に
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
る
医
療
費
や
食
事
代

を
支
払
っ
た
と
き
や
、
同
じ
月
内

で
複
数
の
医
療
機
関
に
入
院
し
た

と
き
は
、
自
己
負
担
限
度
額
や
減

額
後
の
食
事
代
と
の
差
額
の
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◎
申
請
に
必
要
な
も
の 

①
保
険
証 

②
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人
保

　
健
該
当
者
の
み
） 

③
入
院
時
の
領
収
書 

④
老
人
保
健
の
方
は
本
人
名
義
の

　
通
帳
、
国
民
健
康
保
険
の
方
は

　
世
帯
主
名
義
の
通
帳
（
と
も
に 

　
郵
便
局
以
外
） 

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

入
院
時
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す 

入
院
時
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
も
の 

対象となるのは 

●老人保健該当者 
昭和７年９月３０日以前に 
生まれた方 

●国民健康保険加入者 
昭和７年１０月１日以降に 
生まれた方 

問い合わせ先 

市役所 市民生活課 

矢島 総合支所 市民課 

岩城 総合支所 市民課 

由利 総合支所 市民課 

大内 総合支所 市民課 

東由利 総合支所 市民課 

西目 総合支所 市民課 

鳥海 総合支所 市民課 

1

1

1

1

1

1

1

1

２４―６２４４・６２４５ 

５５―４９５９ 

７３―２０１２ 

５３―２１１３ 

６５―２２１５ 

６９―２１１７ 

３３―４６１３ 

５７―３５０３ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

所得区分 対象年齢 提示するもの 

一　　般 
世帯 
 

上位所得 
世帯 

７０歳未満 

①保険証 

②限度額適用認定証 
（医療費が限度額までの 
  支払いになります） 

市 民 税 
非 課 税 

世帯 
すべて 

①保険証 

②老人医療受給者証 

 

③限度額適用・ 
　標準負担額減額認定証 

（老人保健対象者のみ） 

（医療費が限度額までの 
  支払いになり、食事代も 
  減額されます） 

区　　分

現役並み

所得者

 80,100円÷（総医療費
－267,000円）×１％

市民税

一　　般

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

44,400円

12,000円 44,400円

24,600円

15,000円
8,000円

I I
非課税 I

表② 70歳以上の方の自己負担限度額 月額 

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の
限度額

表① 70歳未満の自己負担限度額 月額 

（４回目以降の場合は 44,400円）

※1／

※2／

☆1／

☆2／
市民税非課税 

市民税非課税

・老人保健の場合………世帯員全員が市民税非課税の世帯に属する方
・国民健康保険の場合…世帯主および国保加入者が市民税非課税の
　　　　　　　　　　　世帯に属する方

・老人保健の場合………世帯員全員が市民税非課税で、全員の所得が
　　　　　　　　　　　必要経費を差し引いたときに０円になる世帯に
　　　　　　　　　　　属する方（年収例：単身で年金収入のみの場合、
　　　　　　　　　　　  80万円以下）
・国民健康保険の場合…同一世帯の世帯主および国保加入者が市民税
　　　　　　　　　　　非課税で、その全員の所得が必要経費を差し
　　　　　　　　　　　引いたときに０円になる世帯に属する方
　　　　　　　　　　 （年収例は老人保健の場合と同様）

過去12カ月間に、１つの世帯で支給が４回以上ある場合は、
４回目の申請から限度額が変わります。
基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯。所得
の申告をしていない人がいる世帯も、上位所得者となります。

※1

※2

☆2

上位所得

一　　般
上位所得以外の
市民税課税世帯

市民税非課税世帯

150,000円＋（総医療費
－500,000円）×１％

 80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％

83,400円

44,400円

24,600円35,400円

☆1

一般世帯・上位所得世帯

表③ 入院時の食事代 一食あたり 

210円

260円

160円

100円

90日までの入院

90日を超える入院
（過去12カ月の入院日数）

市民税非課税世帯・
70歳以上で市民税
非課税　の人

70歳以上で市民税非課税　の人

II

I

◆
前
年
の
所
得
に
基
づ
き

８
月

◆
前
年
の
所
得
に
基
づ
き

８
月
１
日
か
ら

日
か
ら

　
新
し
い
負
担
割
合
を
適
用
し
て
い
ま
す

　
新
し
い
負
担
割
合
を
適
用
し
て
い
ま
す

◆
前
年
の
所
得
に
基
づ
き

８
月
１
日
か
ら

　
新
し
い
負
担
割
合
を
適
用
し
て
い
ま
す

70
歳
以
上
の
方
の
負
担
割
合
が

更
新
さ
れ
ま
し
た

■
負
担
割
合
の
更
新 

　
負
担
割
合
（
一
割
ま
た
は
三

割
）
の
判
定
は
、
前
年
の
所
得

に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。 

　
老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
負
担
割
合

が
変
更
に
な
っ
た
方
に
の
み
更

新
後
の
新
し
い
受
給
者
証
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

全
員
に
新
し
い
受
給
者
証
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
受
給
者
証
が
届
い
た

方
は
、
八
月
一
日
か
ら
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
七
月
ま
で
お
使

い
の
受
給
者
証
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
） 

■
負
担
割
合
が
三
割
の
方
の 

　
判
定
基
準 

　
負
担
割
合
が
三
割
と
な
る
の

は
、
課
税
所
得
が
百
四
十
五
万

円
以
上
あ
る
方
と
そ
の
世
帯
に

属
す
る
七
十
歳
以
上
の
方
で
す
。 

　
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
方

が
複
数
い
る
「
複
数
世
帯
」
で

年
収
が
五
百
二
十
万
円
未
満
の

場
合
と
、
七
十
歳
以
上
の
方
が

一
人
の
「
単
身
世
帯
」
で
年
収

が
三
百
八
十
三
万
円
未
満
の
場

合
は
、
届
出
を
す
る
と
負
担
割

合
が
一
割
（
国
保
の
方
は
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
二
割
）
に
な

り
ま
す
。 

※
負
担
割
合
が
三
割
の
方
の
う

ち
、
年
収
が
複
数
世
帯
の
方
で

五
百
二
十
万
円
以
上
六
百
二
十

一
万
円
未
満
、
単
身
世
帯
の
方

で
三
百
八
十
三
万
円
以
上
四
百

八
十
四
万
円
未
満
の
場
合
は
、

自
己
負
担
限
度
額
が
「
一
般
」

に
な
り
ま
す
。 

医療制度 医療制度 

I I

I



平成19年８月１日号 広報ゆりほんじょう

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要で、場所によっては予約制の所もあ
　ります。事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課へお問い合わせく
　ださい。

実　施　場　所

ＪＡ秋田しんせい本店
小林工業㈱
鳥海総合支所
矢島総合支所
ハーブワールドＡＫＩＴＡ
秋田精工㈱
ＪＡ秋田しんせい西目支店
西目総合支所
ふれあいプラザ「ぷれっそ」
（道の駅東由利そば）
ガルドドラッグ本荘店
ジョイフルシティ本荘店
由利総合支所
ＪＡ秋田しんせい由利支店
㈱コウジマ工業
㈲美豊

実施時間

10：00～ 12：00
13：30～ 16：00
10：00～ 12：00
13：30～ 16：30
10：00～ 11：30
12：00～ 13：00
14：00～ 14：50
15：10～ 16：00
10：00～ 12：00
13：00～ 16：00
10：00～ 12：00
13：30～ 16：00
10：00～ 11：00
11：30～ 12：30
13：30～ 14：30
15：00～ 16：00

備　　考

全血献血

成分献血

全血献血

全血献血

全血献血

全血献血

日

１日㈬

３日㈮

９日㈭

11日㈯

15日㈬

30日㈭

実施場所

大内保健センター

岩城保健センター

矢島保健センター
本荘保健センター
西目保健センター
本荘保健センター

岩城保健センター

西目保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
岩城保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター

対象地域

大 内

岩 城

矢島・鳥海
本 荘
西 目
本 荘

岩 城

西 目
本 荘
由利・東由利
本 荘
大 内
岩 城
本 荘
矢島・鳥海

実施日

１日㈬

２日㈭

３日㈮
８日㈬
10日㈮
22日㈬

24日㈮

27日㈪
28日㈫

29日㈬

30日㈭

事　業　名

４・７・10カ月児健診

１歳６カ月児・３歳児健診

２ 歳 児 歯 科 健 診
１歳６カ月児健診
４・７・10カ月児健診
３ 歳 児 健 診

４・７・10カ月児健診

２ 歳 児 歯 科 健 診
２ 歳 児 歯 科 健 診
４・７・10カ月児健診
４ カ 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診
２ 歳 児 歯 科 健 診
10 カ 月 児 健 診
４・７・10カ月児健診

対　　象　　者

平成19年３月４日～４月１日生まれ
平成18年12月４日～平成19年１月１日生まれ
平成18年９月４日～ 10月１日生まれ
平成17年11月11日～平成18年２月２日生まれ
平成16年１月・２月生まれ
平成17年１月・２月・３月・４月生まれ
平成18年１月生まれ
平成18年９月・12月・平成19年３月生まれ
平成16年２月生まれ
平成19年３月27日～４月24日生まれ
平成18年12月27日～平成19年１月24日生まれ
平成18年９月27日～ 10月24日生まれ
平成16年10月・11月・12月生まれ
平成17年５月・６月生まれ
平成18年10月・平成19年１月・４月生まれ
平成19年４月生まれ
平成15年12月24日～平成16年３月29日生まれ
平成17年２月・３月・４月・５月・６月・７月生まれ
平成18年10月生まれ
平成18年10月・平成19年１月・４月生まれ

受付時間

13：00～ 13：20

13：00～ 13：30

12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：30～ 12：50
13：00～ 13：30

13：00～ 13：30

９：00～ ９：20
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：40～ 13：00
13：00～ 13：30
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00

・母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日受診できない場合は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

　由利本荘市では、不妊に悩む
夫婦の経済的・精神的負担の軽
減を図ることを目的に、平成19
年度から特定不妊治療（体外受
精および顕微授精）を受ける夫
婦に対して、県の助成に加え、
治療に要する費用の一部を助成
しております。
　詳しくは、健康管理課（☎22
－1834）・各総合支所福祉保健
課へお問い合わせください。

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

日

５日㈰
12日㈰
19日㈰
26日㈰

医　師　名

桑　山　明　久
伊　藤　伸　一
山　田　暢　夫
伊　藤　伸　一
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※今年度、人間ドックを受診済みの方、または受診予定の方は対象外となります。
※生活保護世帯者の方は自己負担額が無料となりますので、 受付時に「緊急時医
　療依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、受付時に「非課税世帯証明書」を提示することにより、基
　本健康診査および肝炎ウイルス検診の自己負担額が無料となります。「証明書」
　は、税務課住民税班または各総合支所振興課税務班で発行しています。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。
※なるべく釣り銭のないようにお願いします。

検　診　名
胃 が ん 検 診
骨粗しょう症検診
肝炎ウイルス
検 診

乳 が ん 検 診
　（女　性）

子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

対　象　者
30歳以上
30 ～ 70歳の女性
40～ 75歳で過去に
受けたことがない方
40歳以上の偶数年齢
（視触診・マンモグラフィセット）
30歳以上（視触診）

20歳以上の女性

検　診　料　金
70歳以上：600円　69歳以下：1,300円
700円

70歳以上：無料、69歳以下：800円

70歳以上：700円、69歳以下：1,400円

70歳以上：300円　69歳以下：600円

70歳以上：800円、69歳以下：1,600円

【胃がん検診】

・前日の夕食は、午後８時までに
　済ませ、それ以降は検診終了ま
　で飲食をしないようにしてくだ
　さい。
・撮影時の服装は、シャツ１枚と
　ゴムの入ったズボンが便利です。

【乳がん、マンモグラフィ検診、子宮がん検診】

・老人保健法により、マンモグラ
　フィ検診は、40歳以上の方のみ
　２年に１度の検診となります。
・40歳以上の偶数年齢の方は、マ
　ンモグラフィ検診と視触診検査
　のセット検診が原則となります。
※偶数年齢の方でも、昨年マンモ
　グラフィ検診を受けられた方は
　今年度対象にはなりません。

対　象　地　区

今町、上町、石脇中町、上ノ山、長老沼、緑町、新町、三軒町、
南内越・北内越地区全町内
新山町、東新山町、末広町、竜巻一区、竜巻中央町、雇用促進住
宅石脇・新山、南内越・北内越全地区全町内
松美町、新冶町、田尻町、浜松町、若葉町、松涛町、住吉町、赤
　町、浜三川、南内越・北内越地区全町内
美倉町、桶屋町、肴町、中竪町、谷山小路、油小路、上横町、中横町、大町、中町、鍛冶町、後
町、東・西日役町、猟師町、田町、桜小路、御門町、東御門町、子吉地区全町内
和泉町、古雪町、観音町、片町、千刈、浜ノ町、旭町、永泉寺門前、五軒町、愛宕町、栄町一丁
目・二丁目・三丁目、大泉寺山、大鍬町、東・西表尾崎町、東・西裏尾崎町、子吉地区全町内
南・北花畑町、大の道、東町、赤沼町、本田仲町、駅前、蓼沼、
谷地町、梵天、子吉地区全町内
小友地区全町内
石沢地区全町内
松ヶ崎地区全町内

受付時間 実　施　場　所

由利組合総合病院

本荘保健センター

小友公民館
ウッディーホールこだま
松ヶ崎基幹集落センター

検診日

９月７日㈮

９月10日㈪

９月14日㈮

９月19日㈬

９月21日㈮

９月28日㈮

10月24日㈬
10月26日㈮
10月29日㈪

13：30～ 14：30
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：20～ 13：30

13：10～ 14：00
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：00～ 13：10

13：30～ 14：30
※マンモグラフィを
受ける方は　　
13：20～ 13：30

40歳以上の偶数年齢の方は、マンモグラフィ（乳房レントゲン）の検査を実施します。
検査の人数に制限があるため、事前に電話での申し込みが必要です。
申込期間：８月６日㈪～８月10日㈮
申込場所：本荘保健センター（☎22－1834）

９月７日㈮～ 14日㈮　８：30～ 17：00　　※土・日を除く

９月７日㈮～ 10月５日㈮

受 付 日 時

受 付 場 所

医 療 機 関

受 診 期 間

下記の医療機関で個別受診を希望される場合は、本荘保健センターで受付をしてください。

本荘保健センターへ直接お越し願います。
　※受診券を検診料金支払い後にお渡しします。
　※電話での受付はできませんので、ご了承ください。
佐々木産婦人科医院　　吉尾産婦人科医院
〈マンモグラフィ実施医療機関〉
佐藤病院　　　　　　　本荘第一病院
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受付時間

13：30～ 14：00

13：30～ 14：00

実施場所

有鄰館

有鄰館

検 診 日

８月８日㈬

　　10日㈮

対象地区

黒渕・田代・舘合

老方・蔵・法内・
宿・袖山　　　　

受付時間

13：30～ 14：00

実施場所

有鄰館

検 診 日

８月30日㈭

対象地区

東由利地域全地区

９月４日㈫
９：00 ～ 10：00

血液検査（ＨＣＶ抗体、ＨＢＳ抗原）

本荘保健センター

　40歳～ 75歳（年齢基準日　平成20年３月31
日）で、過去に肝炎ウイルス検診を受けたこと
の無い方

◎以前に「広範囲な外科的処置を受けたことが
　ある方」や「分娩時、大量に出血し輸血を受
　けたことがある方」は進んで検査を受けま
　しょう。

※現在、病院で肝機能について治療中の方は対
　象外になります。
※過去に一度検査を受けた方は、受ける必要は
　ありません。

８月20日㈪～ 24日㈮
本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて申
し込み

検 診 月 日

受 付 時 間

申 し 込 み

検 査 方 法

対 象 者

会 場

８月20日㈪ ・ 21日㈫
９：00 ～ 14：00（１時間20名）
８月６日㈪～ 10日㈮
本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて申
し込み（時間予約制）
骨密度測定
30歳～70歳（年齢基準日　平成20年３月31日）
の女性
本荘保健センター

検 診 月 日

受 付 時 間

申 し 込 み

検 査 方 法

対 象 者

会 場

※９月13日㈭に予防教室を開催します。詳細についは９月１
　日号の広報に掲載します。

◇対　　象　昭和２年３月31日以前に生まれた方で現在
　　　　　　自分の歯が20本以上ある方 
　　　　　　※治療した歯があってもかまいません
◇応募期間　平成19年８月31日㈮まで
◇応募・問い合わせ先

　　　　　　秋田県由利地域振興局福祉環境部（由利本
　　　　　　荘保健所）健康・予防班（☎22－4122）
◇表彰方法　応募いただいた方には口腔審査を受けてい
　　　　　　ただくための歯科医療機関をお知らせしま
　　　　　　す。口腔審査の結果「８０２０」に認定さ
　　　　　　れた方には『認定証』を交付いたします。

　基本健康診査の結果はいかがでしたか？毎日のちょっ
とした生活習慣を改善することで、より健康な状態を維
持することができます。血圧や血糖値、コレステロール
が気になる方、肥満が気になる方、まずは基本になる食
事と運動について楽しく学んでみませんか？

◇開催月日　８月31日㈮
◇受付時間　13：00 ～ 13：10
◇申し込み　８月24日㈮まで本荘保健センター（☎22－
　　　　　　1834）へ
◇内　　容　「健康づくりのための食事と運動」（講演
　　　　　　会と軽体操）
◇講　　師　フリートレーナー　坂本裕子さん
　　　　　　管理栄養士　村井朋子さん
◇会　　場　本荘保健センター
※動きやすい服装と靴でおいでください。
（終了15：30頃予定）
☆糖尿病、メタボリックシンドローム予防を中心とした、
　医師の講演会を平成20年１月以降に予定しております。
　詳細は広報でお知らせします。

受付時間 実施場所

若葉町公民館

上ノ山公民館

本荘
保健センター

検診日

８月１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

対　象　地　区

末広町、松涛町、若葉町、赤　町、
浜三川、田尻町、浜松町、住吉町、
雇用促進住宅石脇、松美町
今町、上町、石脇中町、新町、三
軒町、緑町、上ノ山、長老沼、雇
用促進住宅新山、東新山町、新治
町、竜巻一区、竜巻中央町、新山町
中竪町、谷山小路、油小路、上横町、
中横町、後町、大町、中町、肴町、
田町、和泉町、蓼沼
美倉町、東町、谷地町、駅前、
観音町、南花畑町、北花畑町、
片町、大の道
大泉寺山、永泉寺門前、古雪町、桶屋町、
鍛冶町、東日役町、西日役町、猟師町
千刈、浜ノ町、栄町一丁目、
栄町二丁目、栄町三丁目、旭
町、五軒町、東御門
御門町、愛宕町、本田仲町、桜小路、
東表尾崎町、西表尾崎町
赤沼町、大鍬町、梵天、東裏
尾崎町、西裏尾崎町

朝
５：30
～

７：00
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　離婚等により父と生計を同じくしていない児童のほか、父が障害者である場合の児童（18歳に達する日以後の最
初の３月31日までの間にある者または20歳未満で、政令で定める程度の障害の状態にある者）を監護する母または
母に代わって児童を養育している者に対して支給される手当です。受給するためには申請が必要です。

①父母が離婚した児童
②父が死亡、または生死不明である児童
③父が重度の障害を有する児童
④父が１年以上拘禁されている児童
⑤父に１年以上遺棄されている児童
⑥婚姻によらないで生まれた児童

　身体または精神に障害のある児童（20歳未満）を監護する父、もしくは母または父母に代わってその児童を養育
している方に支給される手当です。

・障害の程度が１級の場合…児童１人につき月額50,750円
・障害の程度が２級の場合…児童１人につき月額33,800円
※受給の所得が一定額以上ある場合、児童が公的年金を受けられる場合、児童が施設に入所して
　いる場合などは支給されません。

①手当を受けている人が公的年金を受け取ることができるようになった。
②児童が手当を受けている母に保護されなくなった。（施設入所を含む）
③児童が手当を受けている母以外の人に養育されなくなった。
④児童が死亡した。
⑤児童が父と生計を共にするようになった。
⑥母が結婚した（戸籍上の婚姻関係に限らず、事実婚も含む）
⑦児童が父または母の死亡によって支給される公的年金をうけられるようになった。
⑧児童が父に支給される公的年金の額の加算の対象となった。
⑨上記対象の①から⑥までのどれにも該当しなくなった。
⑩18歳に達する日以降の最初の３月31日を過ぎた。

　現在手当を受給している人で、次のような状況になったときは資格を喪失しますので、すぐに
届け出ください。なお、届け出が遅れますとさかのぼって手当を返還していただくことになりま
すので、ご注意ください。

・児童１人目の場合…月額41,720円～ 9,850円
　　　　　　　　　　　　　　 （所得に応じた額）
・児童２人目の場合…月額5,000円加算
・児童３人目以降１人につき…月額3,000円加算
※ただし、受給者または同居している扶養義務者の
　所得が一定額以上ある場合は支給されません。

　８月１日から10日まで「夏の交通安全運動」の期間となっております。
　ドライバーも歩行者も交通マナーを守り、ゆとりをもって相手を思いやりな
がら行動し、交通安全に心がけましょう。
　また、８月は飲酒運転追放強調月間となっております。飲酒運転撲滅は私た
ちみんなの願いです。飲酒運転は、被害者、そして加害者にも悲劇をもたらせ
ます。
　 「飲んだら乗らない、乗らせない」を心がけ、お酒を飲んだ人は絶対にハン
ドルを握らないよう注意しあいながら、飲酒運転を追放しましょう。
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請

を
受
け
付
け
ま
せ

ん
）。

　

施
設
に
関
す
る
質

問
は
、
事
前
に
文
書

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
で
受

け
付
け
ま
す
。
質
問

事
項
へ
の
回
答
は
、

現
地
説
明
会
に
お
い

て
、
施
設
の
説
明
と

併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の

質
問
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。

　

公
募
期
間
終
了
後
、
申
請
書
を
選

定
委
員
会
で
審
査
し
、
指
定
管
理
者

の
候
補
者
を
選
定
し
ま
す
。
指
定
管

理
者
の
候
補
者
は
、
市
議
会
の
議
決

を
経
た
後
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
す
。

○
施
設
名　

休
養
宿
泊
施
設
「
鳥
海

　

荘
」

○
施
設
所
在
地　

鳥
海
町
猿
倉
字
湯

　

ノ
沢
百
一
番
地
三

○
現
地
説
明
会　

八
月
八
日
㈬

　

午
後
一
時
か
ら
（
参
加
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

　
（
☎
24
―
６
３
７
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24

　

―
３
０
４
４
）

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項

な
ど
の
書
類
を
掲
示
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
関
係
書
類
は

問
い
合
わ
せ
先
に
も
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

平成19年８月１日号 広報ゆりほんじょう

■区分　消防職
■採用予定人員　上級・中級・初級
　　合わせて８人
■受験資格　
　　・上級…ア／昭和53年４月２日から昭和61年４
　　　　　　　　月１日までに生まれた人
　　　　　　イ／昭和61年４月２日以降に生まれた
　　　　　　　　人で、大学卒または平成20年３月
　　　　　　　　卒業見込みの人
　　・中級…昭和55年４月２日から昭和63年４月１
　　　　　　日までに生まれた人で、大学を卒業ま
　　　　　　たは卒業見込みの人を除く
　　・初級…昭和57年４月２日から平成２年４月１
　　　　　　日までに生まれた人で、大学、短期大
　　　　　　学等を卒業または卒業見込みの人を除く
■第１次試験日　10月14日㈰
■試験会場　秋田県市町村会館（秋田市）
■受験申込書の請求　８月16日㈭から９月19日㈬ま
　　で、市消防本部総務課または本荘消防署、矢島
　　消防署へ
※郵便による請求の場合は、「職員採用試験申込書
　請求（上級、中級、初級の試験区分を明記）」と
　朱書きし、あて先を明記して、120円切手を貼っ
　た返信用封筒（Ａ４）を同封すること。
■申込締切　９月19日㈬必着
■申し込み・問い合わせ先　市消防本部総務課（〒
　　015－0871　由利本荘市尾崎17　☎22－4282）
※試験案内の概要は、市のホームページでもご覧に
　なれます。

■募集人員　10人
■応募資格　ホームヘルパー２級以上の資格を
　　有する人で、昭和42年４月２日から平成元
　　年４月１日までに生まれた人
■勤務条件

　①雇用期間　10月１日～３月31日（更新あり）
　②勤務内容　施設利用者の介護業務
　③勤務時間　週40時間の交替勤務
　④賃　　金　月額134,000円～143,400円
　⑤そ の 他　社会保険、雇用保険への加入あり
■試験方法　面接試験
■応募方法　８月31日㈮まで、ハローワーク本
　　荘からの紹介状と履歴書を本荘由利広域市
　　町村圏組合総務課に提出してください。
■問い合わせ先　本荘由利広域市町村圏組合総
　　務課（☎23－2019）

Yurihonjo city public Relations.  2007

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

８
月
９
日
㈭
、
23
日
㈭
、

　

30
日
㈭　

午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

８
月
８
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
３
号
室

■
消
費
生
活
相
談

▽
と
き　

毎
日
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

８
月
29
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
６
会
議
室

▽
予
約
受
付　

８
月
６
日
㈪　

午
前

　

８
時
30
分
〜

■
公
証
人
無
料
相
談
（
要
予
約
）

▽
と
き　

８
月
９
日
㈭　

午
前
９
時

　

〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
８
会
議
室

▽
内
容　

遺
言
・
相
続
な
ど
の
相
談

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
市
役

　

所
市
民
相
談
室
、
各
総
合
支
所
市

　

民
課
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
各
種
無
料
相
談
の
申
し
込
み
・
問

　

い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
相
談

　

室
（
☎
24
―
６
２
５
１
）

▽
と
き　

８
月
７
日
㈫　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

矢
島
福
祉
会
館

▽
主
な
相
談
内
容　

〔
人
権
相
談
〕

　

差
別
、
名
誉
、
信
用
、
住
居
の
安
全
、

　

い
や
が
ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関

　

係
〔
困
り
ご
と
〕
土
地
･
建
物
の

　

権
利
お
よ
び
登
記
、
家
族
（
親
子
、

　

夫
婦
、
扶
養
、
相
続
）、
不
動
産

　

の
賃
貸
借
〔
子
ど
も
の
人
権
〕
い

　

じ
め
、
不
登
校
、
体
罰

▽
問
い
合
わ
せ
先  

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
と
き　

８
月
22
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
定
員　

先
着
８
名

▽
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法

　

人
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後

　

見
な
ど

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
司
法
書
士
会
予
約
専
用
番
号  

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０
０
５

　

５
）

▽
と
き　

８
月
24
日
㈮　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

由
利
本
荘
保
健
所（
水
林
）

▽
内
容　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ

　

い
て
の
相
談
（
不
登
校
、
非
行
を

　

は
じ
め
と
す
る
問
題
行
動
に
関
す

　

る
こ
と
、
子
ど
も
の
発
育
に
関
す

　

る
心
配
、
子
ど
も
へ
の
対
応
方
法

　

な
ど
）

▽
対
象　

子
ど
も
本
人
、
親
や
家
族
、

　

先
生
な
ど
、
子
ど
も
に
か
か
わ
る
方

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
中

　

央
児
童
相
談
所
（
☎
０
１
８
―
８

　

６
２
―
７
３
１
１
）

　

Ａ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
と
の
相
談
、

求
人
情
報
な
ど
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
県

外
在
住
者
の
方
の
来
所
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
と
き　

８
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

▽
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘

▽
問
い
合
わ
せ
先  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘
紹
介
部
門 

Ａ
タ
ー
ン
担
当

　

 

（
☎
22
―
３
４
２
１
）

　

福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
た
い
方
や
、

福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
に
、
社
会
福

祉
施
設
職
員
か
ら
職
場
説
明
や
講
話

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取

得
方
法
な
ど
に
つ
い
て
個
別
相
談
や

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

８
月
18
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
〜
受
付
、
10
時
開
会

▽
と
こ
ろ　

県
社
会
福
祉
会
館

▽
対
象　

社
会
人
や
来
春
卒
業
予
定

　

の
学
生
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学

　

校
な
ど
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
15
日
㈬
ま
で
、
県
福
祉
保

　

健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
人

　

材
部
門
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
☎
０
１
８
―
８
６

　

４
―
２
８
８
０
）

◎本荘図書館　☎22－4900

○「夏の親子読書教室」へどうぞ 

　みなさんのご来館をお待ちしています。
▷とき…８月９日㈭　午前10時～
▷ところ…本荘図書館児童閲覧室
▷内容…わくわくカップシアター「三び
　　きのやぎのがらがらどん」（工作が
　　中心になります）
※参加は無料です。いつもと日時が違い
　ますのでご注意ください。
○８月の展示

・谷川俊太郎　特集（一般・児童）

◎岩城図書館　☎73－3673

○お話し会「星のひとみ」

▷とき…８月17日㈮　午後３時30分～
▷ところ…岩城図書館児童図書室
▷内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居など
○８月の展示

・作家「栗本　薫」特集
・夏バテ対策　特集
・絵本「レオ・レオニ」特集

◎由利図書館　☎53－2121

○夏休み手づくり集会

▷とき…８月４日㈯　午後２時～４時
▷ところ…由利図書館ビデオシアター
▷内容…手づくりえほん、おりがみ工作
○８月の展示

・「戦争文学」特集（一般）
・「夏休みの自由研究・工作」（児童）

◎８月の図書館休館日

○本荘図書館　19日㈰、31日㈮              
○岩城図書館　６日㈪、13日㈪、
　　　　　　　20日㈪、27日㈪
○由利図書館　無休



　

市
生
涯
学
習
推
進
本
部
で
は
、
市

民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
や
子
ど
も

た
ち
の
地
域
に
お
け
る
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
「
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

①
町
内
や
グ
ル
ー
プ
の
生
涯
学
習
活

　

動
な
ど
を
支
援
で
き
る
方

②
市
の
生
涯
学
習
関
係
事
業
な
ど
を

　

支
援
で
き
る
方

③
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
施
設
な
ど

　

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
そ

　

の
活
動
を
支
援
で
き
る
方

④
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｐ
Ｒ

　

活
動
に
協
力
で
き
る
方

⑤
子
ど
も
た
ち
が
休
日
な
ど
に
活
動

　

す
る
事
業
の
企
画
・
運
営
、
ま
た

　

は
活
動
を
支
援
で
き
る
方

⑥
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
指
導
し
、

　

学
習
活
動
の
講
師
を
行
う
方

⑦
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の
読
み
聞
か

　

せ
に
協
力
で
き
る
方

▽
申
し
込
み　

市
生
涯
学
習
推
進
本

　

部
事
務
局 

（
生
涯
学
習
推
進
課
内

　

☎
24
―
６
２
８
４
）

▽
経
営
事
業
の
内
容　

市
職
員
や
来

　

庁
者
を
対
象
と
す
る
食
堂
業
務

　

 

（
庁
舎
内
へ
の
出
前
を
含
む
）

▽
営
業
日
・
時
間　

祝
日
を
除
く
月

　

〜
金
曜
日
の
午
前
十
一
時
〜
午
後

　

二
時

▽
使
用
料　

無
料
（
食
堂
経
営
に
要
す

　

る
光
熱
水
費
な
ど
は
経
営
者
負
担
）

▽
応
募
資
格

・
米
飯
、
麺
類
の
提
供
が
で
き
る
人

・
市
内
で
食
堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

　

を
営
業
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ

　

れ
ら
の
業
務
経
験
者

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。
募
集
要
項
は
、
市
役
所
総

　

務
課
で
入
手
で
き
る
ほ
か
、
市
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

　

け
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
総
務

　

課
（
☎
24
―
６
２
１
１
）

　

平
成
19
年
度
後
期
（
10
月
か
ら
）

の
科
目
等
履
修
生
（
特
定
の
授
業
を

受
け
て
単
位
を
修
得
）
お
よ
び
聴
講

生
（
特
定
の
授
業
を
聴
講
す
る
が
単

位
は
修
得
で
き
な
い
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

▽
費
用　

①
入
学
検
定
料
／
９
千
800

　

円
、
②
入
学
料
／
２
万
８
千
200
円
、

　

③
１
単
位
あ
た
り
授
業
料
／
科
目

　

等
履
修
生
…
１
万
４
千
800
円
、
聴

　

講
生
…
７
千
400
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス 

（
☎
27

　

―
２
０
０
０
）

　

春
に
植
樹
し
た
水
林
海
岸
防
備
林

の
下
草
刈
り
を
実
施
し
ま
す
。

▽
と
き　

８
月
８
日
㈬　

午
前
９
時

　

〜
11
時

▽
集
合
場
所　

水
林
国
有
林
（
本
荘

　

由
利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先  

　

８
月
６
日
㈪
ま
で
、
水
林
海
岸
防

　

備
林
を
松
く
い
虫
か
ら
再
生
す
る

　

会 
事
務
局
（
由
利
森
林
管
理
署

　

内
☎
22
―
１
０
７
６
）

▽
と
き　

９
月
３
日
㈪
、

　

５
日
㈬
、
７
日
㈮
、
10
日
㈪
、

　

12
日
㈬　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、

　

父
子
家
庭
の
父

▽
内
容　

W
indows

の
基
礎
、
ワ
ー

　

ド
と
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と
活
用

▽
受
講
料　

無
料　

た
だ
し
、
テ
キ

　

ス
ト
代
は
実
費
（
２
千
円
ほ
ど
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
17
日
㈮
ま
で
、
市
子
育
て
支

　

援
課
母
子
自
立
支
援
員
（
☎
24
―

　

６
３
１
９
）

　

北
内
越
地
区
に
あ
る
東
光
山
は
、

標
高
592
ｍ
。
霊
山
と
し
て
も
名
高
い

東
光
山
で
、
ふ
る
さ
と
の
史
跡
を
学

び
な
が
ら
、
山
登
り
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

９
月
１
日
㈯　

午
前
９
時

　

20
分
〜
開
会
式

▽
集
合　

東
光
館
（
赤
田
大
仏
前
）

▽
持
ち
物
等　

昼
食
、
登
山
の
服
装

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
27
日
㈪
ま
で
、
北
内
越
公
民

　

館
（
☎
22
―
０
３
１
９
）

※
当
日
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所

　

正
面
玄
関
よ
り
バ
ス
が
出
ま
す
。

平成19年８月１日号 広報ゆりほんじょう

⇨手続きは
簡単です！

①市内に店舗等を有し、取扱店の指定後１年以上継続して事業を
　営む見込みがあること。
②市税の滞納その他市に対する債務の履行を怠っていないこと。
③指定ごみ袋の発注、保管および交付などを適正に行うことがで
　きること。

※申請書は、市生活環境課および各総合支所市民課、出張所に備え付けて
　いるほか、市のホームページからも入手できます。

市生活環境課（☎24－6253）
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
15
回
目
の
就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
全
国
お
よ
び

地
域
別
の
就
業
構
造
に
関
す
る
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

９
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課

　

統
計
班
（
☎
24
―
６
２
２
７
）

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
間
、
誰
か
い

て
く
れ
た
ら
」
と
い
う
声
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

○
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
へ
の
送
迎

○
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
童
保
育
な

　

ど
の
保
育
時
間
終
了
後
の
見
守
り

○
学
童
保
育
か
ら
習
い
事
へ
の
送
迎

　

と
見
守
り

○
お
母
さ
ん
が
病
気
の
際
の
家
事
援

　

助
○
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
外
出
時
に
お
子
さ

　

ん
と
留
守
番
な
ど

▽
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
市

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

 

（
☎
24
―
５
１
１
１
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と

し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新

し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循
環

型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
中
に
順
次
新
し
い
電
話
帳
を
各

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
が
、

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
の
場
合
な
ど
で
も

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る
電

話
帳
や
配
達
冊
数
の
変
更
に
つ
き
ま

し
て
も
、左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
５
０

　

６
―
３
０
９
）

　

毎
年
５
月
〜
９
月
頃
に
か
け
て
、

テ
レ
ビ
の
１
〜
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映

像
に
「
し
ま
模
様
」
が
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
受
信
障
害
を
「
Ｅ

ス
ポ
混
信
障
害
」
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
外
国
の
電
波
が
日
本
ま
で
飛

ん
で
き
て
、
テ
レ
ビ
電
波
に
障
害
を

与
え
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
電
波
障
害
は
、
気
象
条
件
に

よ
り
発
生
し
ま
す
が
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波

で
は
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ

中
継
局
を
受
信
で
き
る
地
域
の
方
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
受
信
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
相

　

談
専
用
窓
口
（
☎
０
５
７
０
―
０

　

０
―
３
４
３
４
）

　戦没者ならびに原爆死没者のご冥福と世
界の恒久平和の実現を祈念するため、広島
と長崎に原爆が投下された時刻および終戦
記念日に、市全域でサイレンを吹鳴します。
それぞれの家庭や職場、地域での黙とうを
お願いします。
▷サイレン吹鳴日時（各１分間）

　○広島　８月６日㈪　午前８時15分
　○長崎　８月９日㈭　午前11時２分
　○終戦記念日　８月15日㈬　正午
▷問い合わせ先　市企画調整課（☎24－
　　6226）、市福祉支援課（☎24－6315）

　戦後60年以上が経過した今日、先の大戦
で尊い命を失った戦没者を追悼するととも
に、平和と不戦を誓い戦争の悲惨さを風化
させないため、由利本荘市戦没者追悼式を
次のとおり開催します。
▷とき　８月22日㈬　午前10時
▷ところ　本荘文化会館
▷内容　戦没者遺族並びに市民による参列
　　と追悼、遺族代表者による献花（個人
　　での献花はお控えいただきます）。
▷参列　遺族の方は遺族会で取りまとめま
　　す。遺族以外の方は直接会場にお出で
　　ください。
※追悼式終了後、遺族会主催による遺族地
　方大会と、アトラクションが開催されま
　す。引き続きご出席をお願いします。
▷問い合わせ先　市福祉支援課（☎24
　　－6315）

■どんなときに発表されるの？
　大雨警報に加えてさらに雨が降り続き、土砂災害の
危険性が高くなれば、市長村単位で発表します。

■発表されたらどうすればいいの？
・命を守るために「早めの避難」を！
・土砂災害の恐れのある場所には近づかない！
・防災無線や広報車などの呼びかけに注意！

　県では、ホームページで土砂災害の恐れのあ

る危険箇所や「土砂災害警戒情報に関する詳細

な情報」を提供します。日頃から避難場所と避

難ルートを確認しておきましょう。



　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝

統
の
獅
子
舞
や
番
楽
の
競
演
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
20

演
目
を
上
演
予
定
で
す
。

▽
と
き　

８
月
16
日
㈭　

午
後
５
時

　

30
分
〜
９
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

鳥
海
健
康
広
場
特
設
ス

　

テ
ー
ジ
（
雨
天
時
は
紫
水
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
教
育
事
務

　

所
生
涯
学
習
課
（
☎
57
―
２
８
８

　

１
）

▽
と
き　

８
月
12
日
㈰　

午
後
２
時

　

〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

▽
内
容　

夏
の
大
三
角
と
い
て
座

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

８
月
10
日
㈮
ま
で
、
市
理
科
教
育

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
３
１
６
６
）

▽
と
き　

８
月
12
日
㈰　

午
後
７
時

　

〜
９
時
（
く
も
り
や
雨
天
の
場
合

　

は
中
止
）

▽
と
こ
ろ　

コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
（
南

　

由
利
原
青
少
年
旅
行
村
）

▽
内
容　

夏
の
星
座
と
ペ
ル
セ
ウ
ス

　

座
流
星
群

▽
問
い
合
わ
せ
先　

コ
ス
モ
ワ
ー
ル

　

ド
（
☎
53
―
２
０
０
８
）

　

本
荘
公
園
「
修
身
館
」
に
お
い
て
、

小
原
工
芸
和
紙
屏
風
や
、
岩
城
亀
田

町
出
身
の
画
家
・
伊
藤
篤
夫
さ
ん
の

作
品
「
郷
の
春
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
楠
家
に
伝
わ
る
と
さ
れ
る
甲

冑
も
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

〜
８
月
末
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
推
進

　

課
（
☎
24
―
６
２
８
４
）

　

ゆ
っ
た
り
と
音
楽
に
ふ
れ
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
と
き　

８
月
９
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
〜
10
時
受
け
付
け

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
の
親
子
、
妊
娠
中
の

　

母
親
お
よ
び
家
族

▽
内
容　

本
荘
東
中
吹
奏
楽
部
に
よ

　

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
交
流
会

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
６
日
㈪
ま
で
、
本
荘
保
健
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
８
３
４
）

　

両
大
学
の
研
究
分
野
の
一
端
を
知

る
良
い
機
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
と
き　

８
月
25
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
演
題
・
講
師

○
「
眠
り
と
健
康
」
秋
田
大
学
医
学

　

部
・
清
水
徹
男
教
授

○
「
奥
の
細
道
読
解
―
芭
蕉
の
空
間

　

を
解
く
―
」
県
立
大
シ
ス
テ
ム
科

　

学
技
術
学
部
・
安
原
盛
彦
教
授

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン

　

タ
ー
（
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
☎
27

　

―
２
９
４
７
）

▽
と
き　

９
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
商
工
会
本
荘
支
所
会

　

館
、
矢
島
支
所
会
館
、
岩
谷
珠
算

　

教
室

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
23
日
㈭
ま
で
、
市
商
工
会

　

 

（
☎
23
―
８
６
８
６
）
ま
た
は
商

　

工
会
各
支
所

平成19年８月１日号 広報ゆりほんじょう

総
合
体
育
館
休
館
日

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文

総
合
体
育
館
一
般
開
放
日　

９
時
〜
21
時

第
３
回
由
利
本
荘
市
交
通
安
全
市
民
大
会　

13
時
30
分
〜
15
時
文

本
荘
・
由
利
北
都
会
「
熊
本
マ
リ　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

16
時
〜
17
時
30
分　

整
理
券
あ
り
文

ア

コ
ン
ノ
楽
器
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

14
時
〜
16
時　

入
場
料
あ
り

綾
戸
智
絵
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
７　

15
時
30
分
〜
17
時　

７
千
円
文ア

映
画
上
映
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」 

①
15
時
〜
16
時
50
分
、
②
18

時
30
分
〜
20
時
20
分　

入
場
料
あ
り
ア

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

９
時
〜
15
時　

無
料
ア

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

18
時
〜
19
時
30
分　

登
録
料
あ
り
ア

総

第
57
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会　

19
時
30
分
〜

第
31
回
由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
民
謡
グ
ル
ー
プ
対
抗
唄
合
戦

12
時
30
分
〜
18
時　

御
招
待
券
あ
り

由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
剣
道
連
盟
昇
段
審
査
会
（
〜
５
日
）

文

ア

総

ア

本
荘
由
利
席
書
大
会
作
品
展
覧
会　

15
時
〜
８
日
正
午

４
郡
市
対
抗
柔
道
大
会　

８
時
〜
17
時

安
城
学
園
高
校
・
本
荘
由
利
地
区
選
抜
バ
ン
ド
合
同
演
奏
会

13
時
〜
15
時
文

総

公

映
画
上
映
「
俺
は
、
君
の
た
め
に
こ
そ
死
に
に
い
く
」 

①
11
時
〜
13
時

15
分
、
②
14
時
〜
16
時
15
分
、
③
18
時
50
分
〜
21
時　

入
場
料
あ
り

親
子
歴
史
文
化
財
探
訪
（
岩
城
地
域
）
９
時
〜
正
午　

参
加
料 

無
料
ア公

食
生
活
改
善
講
演
会　

13
時
15
分
〜
15
時　

鶴
舞
会
館

 

（　

 

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
22
ー
１
８
３
４
）

問
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▽
と
き　

８
月
26
日
、
９
月
２
日
、

　

９
日
、
16
日
、
23
日
い
ず
れ
も

　

日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
た
だ
し
、
第
１
日
目
は
９
時
50
分

　

か
ら
開
講
式
を
、
最
終
日
は
午
後

　

４
時
30
分
か
ら
閉
講
式
･
修
了
証

　

授
与
を
行
う
予
定
。（
全
５
日
間
）

▽
と
こ
ろ　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
募
集
人
員　

先
着
30
人

▽
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
５
千
円

▽
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
８
月
20
日
㈪
ま
で
、
県
商
工
会
連
合
会

　
中
央
部
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
―

　
８
６
３
―
８
４
９
５
）
ま
た
は
市
商
工

　
会
（
☎
23
―
８
６
８
６
）

　

現
代
は
ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
代
と

言
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
「
う

つ
状
態
」
や
「
う
つ
病
」
に
陥
る
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
身
近
な
う

つ
に
つ
い
て
の
知
識
・
対
処
方
法
と
、

心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
方
々
の
お
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
と
き　

８
月
２
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
40
分

▽
と
こ
ろ　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
学

　

習
ホ
ー
ル
（
市
役
所
と
な
り
）

▽
内
容　

①
講
話
／
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
う

　

つ
と
自
殺
予
防
」

　

講
師
／
秋
田
大
学
医
学
部
・
佐
々

　

木
久
長
准
教
授

②
地
域
で
の
活
動
紹
介

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
福
祉
企
画
課
（
☎
22
―
４
１

　

２
０
）

▽
と
き　

８
月
28
日
㈫　

午
前
10

　

時
〜

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
58
歳
以
上
の
方

▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
24
―
５

　

１
１
１
）

※
登
録
の
際
は
秋
田
銀
行
、
郵
便
局
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の
い
ず
れ
か

　

の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館
休
館
日

芸
術
鑑
賞
教
室　

小
学
校
高
学
年
（
２
回
公
演
）  

①
９
時
30
分

〜
11
時
、 

②
13
時
30
分
〜
15
時
文

芸
術
鑑
賞
教
室　

小
学
校
低
学
年
（
２
回
公
演
）  

①
９
時
30
分

〜
11
時
、 

②
13
時
30
分
〜
15
時
文

文

芸
術
鑑
賞
教
室　

小
学
校
低
学
年
（
１
回
公
演
） 

９
時
30
分
〜
11
時

谷
川
俊
太
郎
・
谷
川
賢
作
に
よ
る
「
詩
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

14
時
〜
15
時
30
分　

整
理
券
あ
り
文

由
利
本
荘
市
戦
没
者
追
悼
式
・
市
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会

10
時
〜
15
時
文

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
荘
支
部
指
導
者
研
修
会

18
時
〜
20
時
30
分　

地
下
会
議
室
文

第
24
回
本
荘
追
分
全
国
大
会　

10
時
〜
17
時
30
分

当
日 

600
円
、
両
日
券 

千
円
（
〜
19
日
）
文

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
・
タ
ケ
ウ
チ　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

13
時
30
分
〜
16
時　

会
費
あ
り

ア

ア

　ご応募いただいた全チームに参加賞を進呈！
と　き　９月23日㈰　午前10時～
ところ　市ガス水道局クッキングスタジオ「キューブ」
募集テーマ

　家族みんなで食べる “あったかメニュー”
　～作ること、食べることで家族のコミュニケーションがと
　　れ、家族で料理することの楽しさが伝わるメニュー～
参加資格　親（保護者）と子（小学生）の２人
　１組（プロ・アマ、性別、国籍は問いません）
調理の条件など

　・食材費：2,000円程度（４人分）
　・調理時間：60分（盛り付け時間を含む）
※レシピは未発表のもので、ガスならではの調理方
　法を活用してください。品数の制限はありません。
応募方法　書類選考通過チームによる実技選考
　になります。次の書類をお送りください。
　①地区大会応募用紙
　②料理の写真または絵１点
※応募用紙は市ガス水道局窓口、市役所、各総
　合支所、小学校などに設置してあるほか、ガ
　ス水道局ホームページでも入手できます。

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

14
時
〜
15
時
30
分　

登
録
料
あ
り

由
利
の
会
舞
踊
発
表
会　

10
時
30
分
〜
17
時　

前
売 

千
500
円
、

当
日 

千
800
円
文

ア

親
子
歴
史
文
化
財
探
訪
（
矢
島
地
区
）
９
時
〜
正
午　

参
加
料　

無
料
公

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
場
所
／
文
化
会
館
地
下
会

議
室
）
10
時
〜
正
午
公



■夏休みはみんなで天体観測
　スターハウス「コスモワールド」へ
　６月30日㈯から営業中。国内有数
の、星のきれいな鳥海山北麓にある
「コスモワールド」の口径60㎝の大
型望遠鏡（東北で２番目の大きさ）
で夏の夜空を楽しみませんか。
　昼はプラネタリウム（１日４回投
映）で、アニメ番組「太陽の馬車～
さそり座」「星座解説」を、８月中旬
から「秋の星座（やぎ座ほかを予定）」
「星座解説」で、それぞれ40分～ 45
分くらいの投映です。
　また、天体観測は、毎週金曜・土
曜日と祝日の前日の午前７時ころ～
９時までを予定しています。（曇天・
雨天の時は中止）
　20人以上の団体を除き、予約は必
要ありません。お気軽にご来館くだ
さい。詳しくは「コスモワールド」
（☎53－2008）まで。
■スターウィーク2007
　～星に親しむ週間～
　８月１日㈬～７日㈫は「スター
ウィーク2007 ～星空に親しむ週間
～」。13年目の今年も、国内約200
の天文団体の協力により全国各地で
イベントが予定されています。
　これに協賛し「コスモワールド」
では期間中、曜日に関係なく（８月
５日だけは、鳥海高原由利原まつり
花火大会のため中止）、天体観察時
間を午後10時まで延長し、お楽し
みでいただけます。この機会に「コ
スモワールド」においでください。

■「第31回全県野焼きを楽しむつどい」
　参加者を募集中

日時　９月15日㈯　午前９時～　
※小雨決行、雨天の場合は翌16日。
場所　八塩いこいの森
参加料　500円（当日集金）
昼食　１人500円（希望者のみ）
持ち物　野焼き作品・作業着・長靴
・軍手・タオルなど
申し込み先　東由利教育事務所に備
え付けの申込用紙に記入のうえ、９
月７日㈮まで。

■「西目ひまわりまつり」開催
期間　８月４日㈯～ 19日㈰
　「道の駅にしめ」に隣接して広がる
４㌶のひまわり畑に大迷路が出現！
イベント開催日　８月14日㈫
「ひまわり大迷路」スタンプラリー
10時～午後１時30分、「大抽選会」
午後２時～、「ひまわり無料摘み取
り」午前10時～午後３時、・「道の
駅にしめ」盆踊り　午後６時～
問い合わせ先　市観光協会西目支部
（ハーブワールドＡＫＩＴＡ内☎33
－4150）・道の駅にしめ（☎33－4260）

■市民グラウンドゴルフ（山田杯）
　参加者を募集
日時　８月22日㈬　午前９時
場所　西目町多目的広場
参加資格　西目地区在住の方
参加料　１人　300円
申し込み締め切り　８月12日㈰
問い合わせ先　西目町グラウンドゴ
ルフ事務局・齋藤さん

（☎33－2938）
■西目保育園「ふれあい保育」
　お子さんを保育園でのびのびと遊
ばせてみませんか。今月はスイカ割
りを行います。
日時　８月８日㈬　午前９時40分～
11時　場所　西目保育園
対象　０～３歳の未就園の子ども、
保護者
問い合わせ先　西目保育園（☎33－
2022）
■西目保健センター　８月の開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃんが
広いスペースで思いっきり親子のふ
れあいが持てるように、集団指導室
を開放しています。楽しい遊具も準
備しています。
開放日　６日㈪、７日㈫、８日㈬、
20日㈪、22日㈬、27日㈪、31日㈮
時間　午前10時～午後３時
■親子のスキンシップ教室
日時　８月29日㈬　午前10時～
場所　西目保健センター（☎33－
3983）
対象　２カ月児からの親子
持ち物　バスタオル
■かしわ温泉健康相談
日時　８月23日㈭　午前10時～

                              
■「楽らく温泉活用教室」参加者募集
　暮らしに楽しみを持ち、心身の健
康づくりに役立てていただくため、
「楽らく温泉活用教室」を開催しま
す。温泉を会場にレクリエーション
や歌など楽しんでみませんか。
日時　①９月６日㈭／唱歌ほか　
講師・板矢聡子先生②10月12日㈮
／講話ほか（講師未定）③11月13
日㈫／体操ほか　講師・三浦敬樹
先生　各回とも午前10時～午後３時
場所　鳥海荘　対象　60歳～ 75歳
（年齢基準日　平成20年３月31日）
昼食代　1,000円　定員　先着30人
（３回とも参加できる方）
申し込み期限　８月10日㈮
問い合わせ先　福祉保健課（☎57
－3501）
■自殺予防推進委員を募集しています
　鳥海地域の健康課題に、自殺によ
る死亡者が多いことが挙げられます。
このため、昨年度から３年計画で自
殺予防対策モデル普及啓発推進事業
に取り組んでいます。
　その一環として９月に自殺予防推
進委員会を立ち上げるため、自殺予
防活動に協力していただける委員を
募集しています。活動内容は、委員
会（今年度は３回開催予定）に参加
していただき、予防策を一緒に考え、
実施していくことです。
　私たちの鳥海地域から自殺が無く
なる、そんな住みやすい地域にして
いくために、どうか皆さんのお力を
お貸しください。
　お問い合わせは、福祉保健課（保
健班）まで。
■鳥海地域の診療施設
　お盆休みのお知らせ
　鳥海・直根・笹子の各診療所では、
８月13日～ 15日に診療業務を休ま
せていただきます。投薬をお受けの
方は、お手元の分を確認のうえ、お
早めに受診してください。
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■第44回本荘300歳以上ソフトボー

　ル大会

日時　９月９日㈰　午前７時30分
会場　市ソフトボール場、鶴舞球場
参加資格　町内１チームで、その町
内に在住している人で構成。
参加料　3,000円
申し込み　８月24日㈮まで、市ス
ポーツ振興課（☎24－6287）
■８月の健康相談

内容　血圧測定、生活習慣病予防、
その他
時間　午前９時30分～ 11時30分

■湯ったりほのぼの教室

　どうぞ、お気軽においでください。
日時　８月24日㈮
場所　鶴舞温泉（中広間）
内容　健康相談（午前９時～ 11時
30分）　参加料　無料
問い合わせ先　健康管理課
　　　　　　　　　（☎22－1834）
■児童館・夏休み子ども教室

　（木工であそぼう）

日時　８月７日㈫　午前10時～正午
場所　本荘中央児童館
内容　スギッチを作ろう
参加料　無料
問い合わせ先　本荘中央児童館
　　　　　　　　　　（☎22－3489）
■フィットネスジム登録講習会

日時　８月９日㈭　午後６時、26日
㈰　午後２時　場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円
　　　　　　　　　（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください。（☎22－5611）
■フリーマーケット

　　「水辺のまち市場」

日時　８月12日㈰　午前９時～午後
３時（雨天時中止）
場所　アクアパル南側正面広場（屋
外40区画・１区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨・衣類・
書籍など　出店料　無料
申し込み　８月９日㈭まで、アクア
パルへ。

■カヌー教室

日時　８月19日㈰　午後１時～４時
場所　子吉川（アクアパル集合）
対象　小学３年生以上（小学生は保
護者同伴）　定員　20人（先着順）
参加料　500円（保険料）
持ち物　タオル、着替えなど
申し込み　８月17日㈮まで、アクア
パルへ。
■子吉川レガッタ２００７

日時　９月２日㈰　午前８時～
出漕申し込みは８月５日㈰まで。
申し込み・問い合わせ先　アクアパル

　　　　　　　　　　　
■公共施設休館日（８月上旬）

青少年ホーム　13日㈪、14日㈫、15
日㈬、日曜・祝日の夜間（午後５時
～）　▷生涯学習課（☎56－2203）
寿康苑 ５日㈰、13日㈪
▷寿康苑（☎56－2940）

■第20回彫刻に親しむ・大内セミ

ナー開催

　自然に親しみながら彫刻する風景
を見学しませんか？
制作期間　８月６日㈪～ 11日㈯
会場　大内畜産センター
問い合わせ先　生涯学習課（☎65－
2210、ＦＡＸ65－3829）、世 話 人・
小笠原さん（☎・ＦＡＸ23－4234）
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こう　　や

はる　　か

   ゆ　　   い

こう　　き

いく　　み

なつ　　え

伊　藤　航　矢ちゃん（冬樹さん）内越
齋　藤　晴　香ちゃん（ 忍 さん）濡浜北
佐　藤　セ　ナちゃん（ 豊 さん）石脇
福　田　友　惟ちゃん（昇平さん）川口
吉　田　幸　生ちゃん（ 学 さん）美倉町
工　藤　郁　実ちゃん（ 一 さん）小人町
田　口　夏　衣ちゃん（裕之さん）花畑町

木　島　大　介ちゃん（ 仁 さん）三条
細　谷　快　晴ちゃん（ 彰 さん）石脇
佐　藤　　　花ちゃん（ 勇 さん）石脇
豊　島　あおいちゃん（秀幸さん）矢島町元町
小　沼　千　夏ちゃん（ 敬 さん）矢島町城内
池　田　倖　來ちゃん（康平さん）岩城二古
菅　原　博　也ちゃん（博和さん）黒沢
佐　藤　虎士朗ちゃん（和人さん）南福田
伊　藤　涼　夏ちゃん（一三さん）長坂
菅　原　ゆ　らちゃん（良治さん）東由利舘合

だい　   すけ

かい　   せい

　　　   はな

   ち　　なつ

   ゆ　　   ら

ひろ　　や

   こ   じ  ろう

すず　　か

遠藤敏雄氏（旧大内町功労者・中帳）は、
７月10日永眠されました。氏は、昭和38年
から47年までと、同52年から54年まで通算
12年にわたり、中帳町内会長を務められ、
行政と住民のパイプ役として地方自治の推
進に寄与されました。昭和53年旧大内町自
治功労者表彰。92歳。

堀　　　　　清さん（76歳）二番堰
　　苅　ち　江さん（82歳）石脇
齋　藤　ミヨノさん（86歳）石脇
北　原　順　一さん（79歳）桜小路
村　田　荘　二さん（80歳）谷山小路
田　口　キヨミさん（80歳）山田
三　浦　スゞヱさん（80歳）新組町
　　　　三　造さん（80歳）万願寺
中　鉢　美地子さん（70歳）川口
加　藤　和　子さん（57歳）中梵天
美　野　　　勲さん（62歳）矢島町田中町
小　番　次　男さん（78歳）矢島町七日町

佐　藤　助三郎さん（79歳）矢島町川辺
工　藤　サ　ヨさん（77歳）岩城亀田最上町
熊　谷　ヒ　デさん（84歳）前郷
中　林　由　佳さん（16歳）土倉
深　井　秀　夫さん（77歳）中館
佐々木　マサヱさん（85歳）小栗山
藤　原　　　巖さん（74歳）葛岡
佐々木　直一郎さん（80歳）羽広
佐　藤　ナツヨさん（94歳）東由利老方
小　野　吉　雄さん（65歳）東由利宿
伊　東　ハルヨさん（84歳）東由利老方
鈴　木　善太郎さん（81歳）西目町出戸
佐　藤　豊　作さん（83歳）西目町海士剥
宝　池　由之焏さん（74歳）西目町出戸
太　田　留　七さん（83歳）鳥海町上笹子
太　田　トメノさん（83歳）鳥海町上笹子
　　野　和　子さん（62歳）鳥海町下笹子
鈴　木　田　一さん（71歳）鳥海町上笹子
佐　藤　リ　サさん（84歳）鳥海町小川
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■岳精流日本吟院秋田教場

　昇伝審査会・研修会

審査会／とき…８月５日㈰　午後１時30分
～３時　研修会／とき…８月５日㈰　午後
３時～５時、６日㈪　午前９時30分～11時
30分　ところ…鳥海荘　聴講料…無料
講師…岳精流日本吟院宗家　横山精真先生
お問い合わせ…北島さん（☎56－2281）
■「しょうわ」夏祭りを開催します！

　～家族交流会・地域交流会～

　介護保険制度を身近に感じる機会にもな
ればと考えておりますので、皆様多数のご
参加をお待ちしています。
とき…８月10日㈮　午後５時～７時
ところ…介護老人保健施設「しょうわ」
内容…露店、ゲームコーナー、盆踊りなど
お問い合わせ…「しょうわ」相談室（☎23
－7100）、在宅介護支援センター「しょう
わ」（☎22－7857）
■第４回小菅野夏祭り開催！！

　《あなたと過ごす夏の夜、今夜は貴方が主役》

とき…８月12日㈰　午後５時30分～
ところ…由利地域小菅野会館前
内容…５時30分～納涼会（カラオケ大会な
ど）、６時～金太郎一座の歌・踊り・トー
クショー、７時30分～花火大会（ほんの少し）
参加費…大人一人　1,000円
※記念や商売繁盛、交通安全などのメッ
セージ付き奉納花火（３～５号）をお申し
込みの方は、８月４日㈯まで渡部さんへ。

（☎090－4046－5201）

■精神障害者社会復帰施設「和」の

　　　　 「納涼祭」においでください

とき…８月18日㈯　午後４時～８時
ところ…精神障害者社会復帰施設「和」
内容…由利工業高校吹奏楽部の皆さんによ
る演奏のほか、ちびっこゲームコーナー、
アームレスリング、大抽選会などを予定し
ています。飲み物や食べ物をたくさんご用
意しておりますので、お誘い合わせのうえ
ご参加ください。
出店募集…フリーマーケットに出店される
方を募集しています。（屋外５区画・１区
画約１坪）　　　　　　　　　　※雨天中止
お申し込み・お問い合わせ…（医）荘和会
精神障害者社会復帰施設「和」保科さん・
村井さん（☎24－0753）
■第18回全国友情（ボランティア）

　凧揚げ大会

とき…８月31日㈮　９時～
ところ…本荘マリーナ海水浴場
日程…９時／受け付け、９時30分／開会式、
10時／凧揚げ開始、11時／ボランティアの
部表彰ならびに閉会式、11時～ 12時／一
般の部自由凧揚げ、12時／一般の部表彰・
閉会式、～昼食～
参加団体…石脇東保育園、石脇西保育園、
石脇北保育園、援護寮「和」、明るい社会
づくり運動由利本荘地区協議会、コロニー、
授産所、県内外の凧の会
お問い合わせ…秋田県こだま凧の会

（☎22－2732）
■８人制家庭バレーボール大会にご参加を！

とき…９月９日㈰　午前９時～
ところ…本荘体育館（旧市民体育館）
参加費…１人　200円
お申し込み・お問い合わせ…８月31日㈮ま
で鶴舞スポーツクラブ金森さん（☎22－
6216）へ。

なごみ


